
１ 

 

令和４年度男女平等推進行動計画進行管理結果の概要 

 

 

１．取組の実施状況 

  実施状況については、９割の取り組みについて当初の予定通りの実績を達成できた。 

総取組件数 １３３件

 実施状況が「Ａ」だった取組 １件

実施状況が「Ｂ」だった取組 
１００件

１９件

実施状況が「Ｃ」だった取組 １０件

 実施状況が「Ｄ」だった取組 ０件

 実施状況が「Ｚ」だった取組 ３件

   

① 当初の計画以上に実施できた取組「Ａ」（１件） 

・取組番号３０番  

親元同居・近居の推進（30 ページ） 

 【評価の理由】 

  本事業の申請希望者が多数となり、当初予算に加え補正予算で対応すること

となったため。 

 

② 当初の計画には実施できなかった取組「Ｃ」（１０件） 

・取組番号６番  

なるほど行政講座の中で男女平等に関連する情報の提供（6 ページ） 

 【評価の理由】 

 講座開催希望がなかったため。 

 

・取組番号５１番  

スポーツ指導者の育成と参画促進（51 ページ） 

 【評価の理由】 

     受講者がいなかったため。 

 

【新型コロナウイルス感染症の影響によりＣ評価となった事業】（８件） 

・取組番号５番 市民大学校における男女共同参画関連講座の実施（5 ページ） 

 【評価の理由】 

  新型コロナウイルスの感染拡大により、調理室の利用が制限されており、調

理を伴う講座が実施できなかったため。 

 

 

資料２ 

…計画・数値目標共に達成できた取組

…数値目標は達成できなかった取組



２ 

 

・取組番号９番 青少年国際交流の実施（9 ページ） 

    【評価の理由】 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響で、海外への渡航制限等により実施でき

なかったため。 

 

・取組番号１０番 友好都市交流の実施（10 ページ） 

 【評価の理由】 

新型コロナウイルス感染症拡大防止により、キャンパスピ市への派遣を中止

したため。 

 

・取組番号４４番 介護支援ボランティア制度の運用（44 ページ） 

 【評価の理由】 

     新型コロナ感染症拡大の影響により、ボランティア受け入れを休止する介護

施設が多くあったため活動機会が激減したため。 

 

・取組番号８６番 市政懇談会への多様な参加の促進（86 ページ） 

 【評価の理由】 

     新型コロナウイルスの感染拡大により、開催が難しい時期があったため。 

 

・取組番号１０５番 消防団員充実強化（105 ページ） 

 【評価の理由】 

     コロナ禍により、消防団の行事や広報活動の規模を縮小したため。 

 

・取組番号１０６番 防災意識の向上と知識の普及（106 ページ） 

 【評価の理由】 

     新型コロナウイルス感染症の影響により、当初の計画どおりには実施できな

かったため。 

 

・取組番号１１４番 外国人市民交流による相互理解の推進（114 ページ） 

 【評価の理由】 

     世界のダンス＆フードフェスティバルは、感染症対策として食事の提供を行

わず、世界の音楽とダンスを鑑賞する形式で開催したため。 

 

③ 当初の計画に実施できたが数値目標は達成できなかった取組「B」（１９件） 

・取組番号３番 青少年女性センターでの男女共同参画事業の実施（３ページ） 

 【評価の理由】 

     指定管理者により男女共同参画に関する講座を実施したが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、来場や人混みを控える状況等があり、目標していた

人数の達成には至らなかった。 

 



３ 

 

・取組番号４番 青少年女性センターとの連携（４ページ） 

 【評価の理由】 

     3 年ぶりに福祉センターフェスティバルが開催されたが、目標人数には達し

なかったため。 

 

・取組番号２０番 保育所等の充実（２０ページ） 

 【評価の理由】 

     児童の受け入れ枠は確保したものの、加配が必要な児童の受け入れに必要な

保育士が確保できず、３名の待機が生じた。 

 

・取組番号２９番 図書館児童サービスの充実（２９ページ） 

 【評価の理由】 

     新型コロナウイルス感染症により、４カ月育児相談の実施回数が減になった

ことで目標値に届かなかった。 

 

・取組番号３６番 男性料理教室の実施（３６ページ） 

 【評価の理由】 

     新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、定員を減らしたこと、センター

依頼がなかったことから、教室参加人数には達しなかった。 

 

・取組番号４８番 自治組織との連携・支援（４８ページ） 

 【評価の理由】 

     申請のあった自治会等に対して市民自治組織活動補助金を交付したが、新型

コロナウイルス感染症の影響により目標値を達成できなかった。 

 

・取組番号５０番 総合型地域スポーツクラブへの支援（５０ページ） 

 【評価の理由】 

     活動場所の確保支援、広報活動支援等を行ったが、目標値に達しなかったた

め。 

 

・取組番号５４番 ボランティアセンターの周知・利用促進（５４ページ） 

 【評価の理由】 

     コロナ禍での講座開催となり、定員を減らして講座を開催したため。 

 

・取組番号６６番 高齢者就労指導センターの活用（６６ページ） 

 【評価の理由】 

     計画のとおり講習会が実施できたものの、数値目標の講習会参加人数は目標

を達成できなかった。 

 

 



４ 

 

・取組番号８１番 農業者年金への女性農業者や若い農業者の加入の促進 

（８１ページ） 

 【評価の理由】 

     活動推進を行ったが、目標値に達しなかった。 

 

・取組番号８２番 審議会等方針決定の場への女性の参加促進（８２ページ） 

 【評価の理由】 

     女性委員の登用に努め、概ね目標値に近い登用となっている。 

 

・取組番号８７番 ＤＶ防止のための啓発・窓口周知（８７ページ） 

 【評価の理由】 

     計画どおりに事業を実施したが、講座参加者数は目標値に達しなかった。 

 

・取組番号９９番 人権に関する啓発の実施（９９ページ） 

 【評価の理由】 

     白井駅前等で市民に対して人権啓発活動を行ったが、人権教室については七

次台小学校からの希望がなかったことから目標値に達しなかったため。 

 

・取組番号１０１番 いじめ・暴力・虐待の予防・啓発（１０１ページ） 

 【評価の理由】 

     ①発達段階における生徒指導の課題を小中で共有できた。 

②ネットを通して不適切な交流がみられるが、他市の教育委員会と情報を共

有し、迅速な対応ができた。 

 

・取組番号１０４番 暴力対策ネットワーク会議の開催（１０４ページ） 

 【評価の理由】 

     現在、代表者会議 2 回のうち 1 回は、審議事項があった場合に開催すること

としているため。 

 

・取組番号１０９番 がん検診の実施（１０９ページ） 

 【評価の理由】 

     予約制を導入し、予定どおりの日数を行うことができた。しかし、受診率は

新型コロナウイルス感染拡大前までは戻らず、目標に達しなかった。 

 

・取組番号１１０番 健康相談（１１０ページ） 

 【評価の理由】 

     平成 31 年度まで高齢者中心に毎月 1 回実施していた冨士センターでの健康

相談を、西白井複合センター内の地域包括支援センター開設に伴い、段階的に

縮小した。保健福祉センターでの健康相談は計画通り行っておりＢと評価した。 

 



５ 

 

・取組番号１２５番 女性管理職の登用に向けた研修の強化（１２５ページ） 

 【評価の理由】 

     研修は実施できたが、目標参加人数に達しなかったため。 

 

・取組番号１２７番 男性職員の育児休業取得の促進（１２７ページ） 

 【評価の理由】 

     職員に周知したが、育児休業については、誰も取得にはいたらなかったため。 

 

※実施状況が「Ｚ」となっている、取組番号１６番、１７番、１０８番については案

件自体がなかったため、評価なしとした。 

 

２．数値目標（年次進行管理分）の実績 

 ①「積極的に育児をしている父親の割合」 

令和３年度の実績値（66.83％）とほぼ同じであった。 

 

②「自治会長に占める女性の割合」 

自治会ハンドブックの中で男女とも自治会等運営への参画を促すなどの取り組みを

引き続き行っているが、令和３年度の実績値から約３ポイント減少した。 

  

③「市が設置する審議会などにおける委員の男女比」 

取組番号８４番の無作為抽出による公募委員候補者登録制度の取り組みなどによっ

て女性委員を増やす取り組みを行っており、目標達成のため配慮が必要となっている。 

 

 ④「女性消防団員」 

例年と同じ実績が続いており、目標値を達成できていない。意識啓発等の方法につ

いて検討が必要であると考えられる。 

 

⑤「市役所内女性管理職（課長級）の割合」 

  昇格方針において女性の積極的な登用を図っており、今後も引き続き、管理職候補

者に研修参加を促す等、人材育成を行うとともに女性の積極的な登用を図り、令和７

年度までの目標値へ近づけるよう努める。 

 

 ⑥「市役所内男性育児休業取得率」 

庁内の情報システム等で制度の周知を図っているが、男性が積極的に育児休業を取

得する意識の醸成に至っておらず、実績はなかった。 

 


